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要旨： 

インフラ事業が発展するとともに、開発に伴う環境問題と人権問題が発生する。インフラ事業

の中でも、ダム建設は最も深刻な問題に直面している。そして、ダム建設によって発生した問題

は解決することが難しいのである。また、ダムは寿命がある。ダム建設による生物多様の減少、

灌漑地域塩害問題の発生、下流域氾濫原土地栄養の喪失などの環境問題が発生している。そして、

ダム建設によって強制移住が行われ、補償が困難であり、住民コミュニティの再生ができないこ

と、最終的に以前の生活より苦しい状況になることが多いのが現実である。ダム建設は多く問題

を生じさせる。環境と人権（多くは立ち退き問題、また移転住民のコミュニティ再生に関する問

題）の両方が、ダム建設によって大きな影響を与えられている。 

本論文はおもに文献研究となっている。本論文はダムの歴史の研究と世界のダムの事例、特に

ダム建設に否定的な判例の研究である。 

 第一章ではダムの全体像を紹介している。初めに、世界のダム建設状況や歴史を紹介する。具

体的には先進国と発展途上国のダム建設状況を紹介する。先進国ではダムを造らない状態である。

アメリカではダムを造るどころか、ダムを壊す方向へ発展している。イタリアでは大きなダム崩

壊事件が発生し、大きな損害を被っている。途上国でもダム崩壊によって多くの損害を被ってい

るが、中国のような国ではまだダムを造る状態となっている。また、中国の援助政策によって、

海外でダムを造ることもある。また、本章では、ダム建設によって生じた環境問題と人権問題に

ついても詳しく述べる。中国においても、ダム建設が中止されるケースもある。ダム建設に対し

ての考え方も、時間の経過によって変化している。 

第二章では、世界銀行（以下、世銀）を主要なダム建設のアクターとして紹介する。世銀の全

体像を概観したのちに、世銀のダムに関する政策の変化を世銀のプロジェクトにとともに述べる。

インドネシアのクドゥン・オンボ・プロジェクトは世銀が融資して建設されたダム事業である。

このプロジェクトによって環境破壊と人権侵害問題が発生した。世銀にとっても重大な影響を受

けたプロジェクトである。インドのナルマダー・ダム・プロジェクトも同じく、問題が発生し、

特に人権問題が深刻になった。そして、当地の反対運動と国際な NGO によって、国際的なキャ

ペーンにまで達した。これらの反対運動によって、世銀も自分の政策を調整することとなり、や

がてはダム建設への融資は基本的に行わなくなったのである。 

第三章では、ニュージーランドの最高法廷では保全公園の土地の特別権を重視することを示し

た。保全地の土地の特別権を取消せないとしたのである。論文が言及していないオーストリアで

も、世界遺産があるため、ダム建設を中止する例もある。ニュージーランドでは環境を重視する
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ことによってダムを造らないが、世界のその他の地域ではそうではない。ニュージーランドの判

例は法律上で、ダムを造るより、環境を重視することを示している。 

ダムを造る場所は大体先住民が多く居住し、自然環境が自然に恵まれているところである。ダ

ム建設は、生物多様性を破壊する。灌漑のために塩害災害も発生する。先住民の権利を尊重せず

に、ダムを造ることになることも多い。また、移転住民の再定住政策を政府が十分にしていない

状態も多く、それに実施面では様々な問題が起こる。 

本論文で記述したように、先進国ではダムを造らない傾向があるが、途上国はまだダムを造る

状況である。日本のダム建設ブームはアメリカのダム建設ブームによって生じた。その後、世界

中でダムを造る状況になった。しかし、今の先進国ではダムを造らないし、ダムの代替案を求め

る、またダムを壊す方向になっている。アメリカがダムを壊す方向であることは、一定の世界的

な方向を示しているのではないかとかと筆者は考えている。 

 世銀でも、大型ダムを造るプロジェクトをメインとする政策から、環境と人権を段々重視する

ことになった。これは環境と現地の人々を犠牲していることを前提に、世銀は政策をだんだんに

変えたのである。世銀は、各国の出資から成り立っている。世銀の政策変化も、世界が何を重視

すべきかを示すものではないだろうか。 

 この課題の研究をしてみて、ダム建設についての研究は、特に開発途上国においてはまだ足り

ない状態であると感じた。また、ニュージーランドの判決文においても、直接にダム建設すべき

かには触れていない。側面的に、保全公園の特別保護権を取消ことができないだけを示している。

大型なプロジェクト―ダム建設を継続するべきかどうかを問う必要がある。
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添付資料：イタリアのバイオントダムについて： 

平野吉彦「1963 年 バイオントダムの災害」の貯水位と移動量について 

 

1920 年代………………予備調査貯水池の岩盤すべりについては指摘されていなかった。  

1956 年……………・…・・工事着手    

（工事期閥中）  

            この期間、貯水池の精査が実施された。この結果、貯水池の左岸            

側の山体は、有史以前に Toc 山からすべり出した地すべり岩

体で            

                          あることが明らかになった。しかし、

十分に安定しているもので、          

                           貯水池に対して重大な問題にならな

いであろうとされていた。  

○一回目の貯水位上昇  

 ・1960 年 2月初旬……湛水開始（工事はおおよそ完成していた）            

 1960 年 9 月 ダム完成   

 （貯水位上昇）   この期間、Pierin 集落下方岩壁（移動岩体末端の崖）で、小規模            

な岩盤の分離が生じた。  

 ・1960 年 5月末………貯水位 595m（河床から約 130m）            

            移動の状況を観測するために、Massalezza 排水溝の両

側に数 100            m にわたって移動観測点が

設置された。   

 （貯水位維持）  

           観測は毎日実施され、左岸側の岩体の移動が緩慢になり
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地域が小            範囲に限られることが明らか

になった。  

・1960 年 6 月初旬……貯水位 595m（河床から約 130m）   

 （貯水位上昇）               この期間、Massalezza 排水溝の西側（下流側）

の岩壁が極めて            ゆっくりである

が移動していた。  

・196◎年 10 月初旬……貯水位 635m（河床から約 170m）   

 （貯水位上昇）              いくつかの観測点が、突然に加速度的に移動し、

しだいに観測地            域全体が移動し始

めた。移動岩体の端にシャープな割れ目が発生し、2 ㎞以上

もつながった。 

 ○一回目の貯水位降下   

・1960 年 11 月 4 日……貯水位 645m（河床から約 180m）   

            この日、Pozza 平原の下方（移動岩体末端の崖）で

幅約 300m の地すべりが発生し、約 70 万 m3 の土砂が貯水池に

落ちた。  

 ・1960 年 12 月末………貯水位 600m（河床から約 135m）  

  （貯永位維持）             この期問、すでに分離していた末端の岩盤が崩

落した程度で、移            動岩体は停止して

いた。 

 〇二回目の貯水位上昇   

・1961 年 9 月末…貯水位 5901n（河床から約 125m）   

 〈貯水位上昇）            この期揮の最大平均移動量は 0．1c 血／日で、極め

て少ない移動量            であった。   

1962 年 1月末………貯水位 650m（河床から約 185m）          
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                             左岸側の移動岩体がはじめて湛

水する標高。   

（貯水位上昇）             この期間の最大平均移動量は 0．1c 皿／日で、極め

て少ない移動量            であった。  

 ・1962 年 10 月初旬……貯水位 695m（河床から約 230m） 

  （貯水位上昇）                     この期間は多量の降雨の影響も

あり、移動量が増加。            最

大平均移動量は 1．2c 皿／日。  

〇二回目の貯水位降下   

・1962 年 11 月末………貯水位 700m（河床から約 235m）   

 （貯水位降下）                       この期間の最大移動量は、1．

4cm／日まで増加。  

 ・1962 年 12 月末………貯水位 695m（河床から約 230m）    

（貯水位降下）                  この期間移動量はしだいに小さくなり、

最終的には停止した。  

 ・1963 年 4月初旬……貯水位 650m（河床から約 185m）   

 

〇三回目の貯水位上昇   

・1963 年 4 月初旬・・…・貯水位 650m（河床から約 185m）   

 （貯水位上昇）                        この期間の移動はなし。  

 ・1963 年 5月末………貯水位 700m（河床から約 235m）   

 （貯水位上昇）                           左岸側の移動岩体

が は じ め て 湛 水 す る 標 高 。             

この期間の最大平均移動量は 0．5㎝／日以下。 
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  ・1963 年 7月末………貯水位 705m（河床から約 240m）   

 （貯水位維持）                        この期間の最大平均移動

量 0．8cm／日に増加。 

  ・1963 年 8月中旬……貯水位 705m（河床から約 240m）   

 （貯水位上昇）                      この期間の最大平均移動量は

3．5cm／日に増加。 

 〇三回目の貯水位降下   

・1963 年 9 月末………貯水位 710m（河床から約 245m）   

 （貯水位降下）                 10 月はじめの数日間で、移動速度は加速

度的に増加した。             

最大平均移動量は 20 ㎝／日。   

・1963 年 10 月 9 日……貯水位 700m（河床から約 235m）          

   22 時 8分、大規模岩盤すべりが急激に滑動。          

移動岩盤は、貯水池に段波を発生させ対岸にまで達し

た。 
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